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令和４年度 柏市立手賀中学校 いじめ防止基本方針 
 

令和４年４月改定 
柏 市 立 手 賀 中 学 校 

 
１．いじめ防止基本理念 
 ＜いじめの定義＞ 

 いじめとは、児童生徒に対して、当該児童生徒が在籍する学校に在籍している等、当該児童生

徒と一定の人的関係にある、他の児童生徒が行う心理的または物理的な影響を与える行為（イン

ターネットを通じて行われるものを含む）であって、当該行為の対象となった児童生徒が心身の

苦痛を感じているものである。 
 
 （１）手賀中学校のいじめ防止基本理念 
     いじめ防止対策は、「いじめは絶対に許されない行為である」という考えのもと、すべ

ての生徒が安心して学校に通い、学習やその他の活動に希望を持って参加できるよう、学

校の内外を問わず、全生徒がいじめを行わず、またいじめを認識していながら放置するこ

とがないように取り組んでいく。また、いじめはどの学校でも起こりうるという認識に立

ち、早期発見や再発防止に努めるものである。 
 
 （２）いじめ防止対策の目標 

①教師として 
 ・早期発見・早期取り組みを実施する。 
 ・情報の共有化を図る。 
 ・指導体制を確立する。（全職員で方向性を決定し、歩調を合わせて指導に当たる） 
 ・生徒･保護者･地域との相互信頼を深め、しっかりとした信頼関係を築く。 
 ・教師が生徒一人一人と可能な限り多くの時間を共有する。 
 ・生徒の成長を願い、積極的に指導･支援する。 
 ・一貫性･計画性･継続性のある指導を行う。 
②生徒として 
 ・より良い判断のもと、最適な行動をとれるように努力する。 
 ・自発性を身につけ、｢やる気｣のある取り組みをする。 
 ・身近な生徒や教師・スクールカウンセラー等に相談できるようにする。 

      ・互いに個々の存在を尊重し、学級内で居場所があるようにする。 
    ・協力し合いながら、行事や学級活動に楽しく取り組むようにする。 
    ・困っている仲間をそのままにしない風土を学級につくる。 
 
２．いじめの未然防止について 
 （１）本校の教育目標実現を目指す、いじめ防止対策の指導 
   ｢自立した人間性豊かな生徒｣ 

 ①何事にも自ら考え、自ら行動できる生徒を育成する。 
 ②基礎学力を身につけ、勉強に励む生徒を育成する。 
 ③健康･安全に気をつけ、体力の増進に励む生徒を育成する。 
 ④清掃･奉仕活動に、専念できる生徒を育成する。 
 ⑤心のつながりを大切にし、相手を思いやる生徒を育成する。 
 ⑥笑顔で元気なあいさつができる生徒を育成する。 

 
 （２）豊かな人間関係づくりの推進（生徒指導部と連携） 

①生徒と教師、生徒間の信頼関係に基づいた人間関係をつくる。 
   ②単に子どもの欲求を認めるものではなく、人間として心豊かでたくましく生きる力を養う

ための努力を重ねるとともに、生徒を真に思いやる心を持つ。 
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 （３）生徒指導の機能を生かした｢わかる授業｣の展開（研究部と連携） 
①教師と生徒の共感的人間関係を基盤に、授業において生徒一人一人に自己存在感や自己決

定の場を与える。 
②学習指導を通して、互いに分かり合う授業の推進を図る。 

 
 （４）いじめ対策（防止）の確立および教育相談の充実。スクールカウンセラーの有効な利用 

①校長･教頭･教務･教諭･養護教諭等の職制･役割を理解･尊重したいじめの指導体制を確立 

し有効に機能させる。 
②生徒理解に徹した教育相談等による、受容的･共感的な指導を行う。 
③スクールカウンセラーによる面談を実施し、生徒の心の悩みに気づく組織作りを行う。 
④重大事態等の発生時に、対応できるマニュアルを作成する。 

 
 （５）家庭･地域および学校相互の連携の推進（生徒指導部と連携） 

①学校・保護者が日頃から話しやすい関係をつくり、生徒の悩みや辛いことを共有する。 
②保護者や地域関係者等から、幅広い協力を得る。 
③保護者･地域社会･関係諸機関等の連携･活動を通して、生徒間に他人を尊重する心や友愛の

精神を育成する。 
 
 （６）生徒の発達段階に即した人間関係指導（生徒指導部と連携） 

①「言葉」を大切にした人間関係作りに視点を置き、言語環境を整え、融和・協力・共同し

仲良く生活できる基盤を確立する。 
②生徒の問題行動の前兆を見落とさない。（無視・悪口・陰口等） 
③生徒の各発達段階における特徴･傾向を把握し、その後の行動等を予測する。 
④継続した指導と現状把握に努め、常に人間関係の状況を把握し指導する。  

 
３．いじめの早期発見について 
 （１）生徒理解を深め、望ましい人間関係に基づき、適切な指導に努める。 

①身近な人に、早期に相談できるようにする。 
②早期発見・早期解消に全教職員で力を合わせ取り組む。 
③情報を共有し、取り組む方向性を決め全教職員で指導に当たりながら、結果も共有し継続 

した指導を行う。 
④資料を保管し、継続した指導ができるようにする。また、資料は㊙扱いとする。 

 
 （２）学習指導の充実を図り、自己実現を目指すよう援助する。 

①学級担任と教科担任との連携を密にし、生徒の学業･生活上の問題点を把握するとともに、 
それぞれの立場で適切な指導をする。 

②授業の中に、生徒指導の機能である自己決定･自己存在感の場を多く取り入れる。 
 ア．生徒一人一人に、存在感を持たせるための具体的場面をつくる。 
 イ．教材や学習活動に関わる生徒の理解を深める。 
 ウ．学習･習得の仕方･態度を具体的に理解させる。 
 エ．自らの課題を設定させ、自力で解決する機会を与える。 
 オ．つまずきや障害に対する援助や指導をする。 
 カ．努力に対する評価と称賛を積極的に与える。 
 キ．学習意欲を高めるための望ましい人間関係を育てる。 
③道徳はもちろん、各教科各領域で命やいじめ、人間関係づくりを学ぶ。 

 
 （３）学級活動を計画的に推進し、その充実を図る。 

①学級活動は、人間関係の育成が集約的に発揮される時間ととらえる。 
   ②集団活動や話し合い活動を通して、教師と生徒･生徒間相互のふれあいの中に、相互作用･ 

相互葛藤･相互協力が行われる場とする。 
③積極的人間関係作りにより、互いを理解させ、良さを認め合う集団づくりに努める。 
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 （４）自発的な望ましい集団活動を推進する。 
①存在感や達成感が味わえる、集団活動の場を設定する。 

    ア．集団の目標に生徒が共通の関心を持ち、分担･協力して仕事を成し遂げ、問題を解決

できるように各自に活動の機会を設定する。 
イ．生徒一人一人が達成の喜びや存在感を味わえるような、組織作り･運営に努める。 

②集団活動を通して、集団生活のルールを尊重させる。 
ア．集団活動の中で、すべての生徒に指導的立場としての心得、指導に従う成員の一員と 

しての心得を共に育成するように計画する。 
イ．集団活動を自分たちで運営することを通して、お互いを理解し尊重する姿勢や集団生 

活のルールが身につくようにする。 
③体験学習を積極的に取り入れる。 

 
 （５）いじめ防止体制の充実を図る。 

①いじめ防止の具体的な計画を作成する。 
②いじめ防止の方針を、全職員が共通理解できるようにする。 
③日常の教育活動を通じ、生徒との好ましい人間関係の育成に努める。 
④いじめ防止の方針･指導方法について、日頃から保護者との連携･協力を図る。 
⑤問題行動に対して、適切に対応するための機能的な組織と対応策を立てる。 

 
 （６）教育相談を重視し、その充実を図る。 

①全教職員で指導・援助ができるようにする。 
②対象は問題を持つ生徒だけでなく、すべての生徒である。 
③全教師が教育相談についての理解を深め、相談技能を高める。 
④スクールカウンセラーを有効に利用する。 

 
 （７）家庭･地域社会･関係諸機関および学校間の連携を強化する。 

①地域の自然や文化に親しみ、地域社会に参加する体験学習を通して、自発性･自主性を育 
てる。 

②社会を広くかつ深く見つめ、社会の一員としての自覚を高める。 
③地域の良さを実感させ、自ら充実した生活･生き方を考えさせる。 
④小･中学校および高等学校との連携による研修活動を推進し、地域ぐるみでのいじめ問題 

に関する共通理解を深める。 
⑤保護者への適切な情報提供を行い、学校運営についての理解を深めてもらう。 

 
 （８）いじめ･不登校･特別な配慮を必要とする生徒および問題行動に対する指導･援助。 

①早期発見・早期治療、全職員で足並みを揃え、継続して取り組む。 
②様々な要因が作用して欠席する可能性があるという認識を持って、予防的指導を心掛け 

る。 
③学校･家庭･関係諸機関等が、あらゆる機会に密接な連携を図って対処する。 
④生徒の自立を促し、学校生活への適応を図るための多様な方法を検討する。 
⑤いじめを起こさない土壌づくりとしての学級経営を図る。 
⑥生徒との接触を深め、生徒理解に力を注ぐ。 
⑦全教育活動を通して、望ましい人間関係の育成に努める。 
⑧すべて生徒が様々な問題や悩みを抱えていることを理解し、問題行動のきっかけとその背 

景について常に目を向ける。 
⑨教師と生徒の信頼関係を築き、わかりやすい授業を行い、将来への見通しを持たせ、学校 

生活に明るさとリズムを持たせることを基本とする。 
⑩生徒の自主的な活動を育成するための指導･援助を行う。 
⑪ＰＴＡ(保護者会)･青少年健全育成団体･関係諸機関などとの連携を図り、地域全体で生徒 

の健全育成を推進する。 



 - 4 -

４．組 織 

 いじめ防止対策委員は、校長、教頭、教務主任、生徒指導主任、学年主任、養護教諭、スクール 
カウンセラーとする。ただし、発生した事案に合わせ、関係職員や外部の専門家を加える。 
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５．いじめ発生時の対応 
  発見・通報を受けた場合には、特定の教職員で抱え込まず、速やかに管理職や関係職員（当該 

学年や担任、顧問など）に連絡・報告を行い、共通理解を図る。 
 （１）学級担任、学年職員に随時相談できるよう、日頃から生徒との人間関係を築く努力をする。 
 （２）校内・校外でのいじめ行為等は、管理職に報告する。 
 （３）いじめられている本人、目撃した生徒、保護者からの訴えは傾聴し、周囲からも情報を集 

    め、管理職に報告する。 
 （４）保護者との面談（電話連絡を含む）時には、保護者の意向（加害生徒の別室登校や警察へ

の連絡、被害届の提出等）を確認する。 
 （５）年間計画に基づき、月に１度のアンケート及び、面談・教育相談を実施する。 
 
 ＜相談窓口＞ 
   担任、学年職員、部活動顧問、教頭、生徒指導主任、養護教諭、スクールカウンセラー 
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連絡
生徒指導主任 校長

報告

指示

教育委員会
教育事務所
関係諸機関
小中高等学校

連絡援助 指導援助

状況把握・指導体制の確立・方向性と指導内容の統一
保護者や地域への連絡

校長・教頭・教務主任・学級担任
学年主任・生徒指導主任
養護教諭・スクールカウンセラー
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連絡報告

指導援助

全職員 　朝の打ち合わせや職員会議で共通理解を図る

連絡援助

問題を起こした生徒の保護者 問題を起こした生徒
指導

指導援助

６．いじめを認知した場合の対応について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７．いじめ指導について 
 （１）いじめ被害者への指導 

①管理職の指導のもと、学年職員、生徒指導部を中心に事実確認を行い、情報を集める。聴取の 
際には、気持ちに寄り添うよう注意する。 

②家庭訪問や電話連絡等で、その日のうちに保護者に事実関係を伝えるとともに、徹底して守り 
抜くこと、秘密を守ることを伝える。 

③複数の教職員で見守り、生徒の心身の安全と安定を確保する。 
④学級担任が橋渡しをしながら、信頼できる人、友人と寄り添い支える体制を作る。 
⑤必要に応じて別室登校や時間をずらしての登校、外部機関の活用等を進める。 

 
 （２）いじめ加害者への指導 

①管理職の指導のもと、学年職員、生徒指導部を中心に事実確認を行い、いじめの事実があった 
場合、複数の教職員で組織的にいじめをやめさせ、再発防止措置をとる。 

②家庭訪問や電話連絡等で速やかに保護者に連絡し、事実に対する保護者の理解を得たうえで、 
学校と保護者が連携して対応していく。 

③「いじめは絶対に許されない行為である」という考えのもと、厳しく指導する。 
④いじめをした時の気持ちや状況、日頃の観察や当事者以外からの情報収集も行い、いじめが発 
生した背景を捉える。 

 
 （３）いじめが起きた集団、傍観者への指導 

①見て見ぬふりをしたり、はやし立てたりする行為も、いじめと同様であることを理解させ、自 
分の問題としてとらえさせる。 

②自分が止められなくても、誰かに知らせる等の対処法があることを教えていく。 
③「いじめを許さない」という気持ちを学校全体で共有する。 
④学級等の話し合い活動の中で、生徒一人ひとりに考えさせ、互いを認め合う集団づくりに努め 
る。 
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 （４）ネット上のいじめへの対応 

①ネットモラル集会を開き、生徒にインターネットの使い方や恐ろしさを考えさせると共に、保 
護者会でも同様の内容を伝え、家庭で使い方のルールを定めてもらう等、連携して取り組んで 
いく。 

②教育委員会と連携し、早期発見に努める。 
③ネット上に不適切な書き込み等を見つけた場合は、速やかに削除を求める。 
④必要に応じて、駐在所等の関係機関に協力を求め、生徒の安全を確保する。 

 
８．重大事項への対処について 
 柏市教育委員会に重大事態の発生を報告し、指導・支援のもと、以下のような対応にあたる。 
 （１）ただちに重大事態の調査組織を設置する。これには、教育委員会や第三者の参加を含め、公平 

性、中立性を確保しながら対応する。 
 （２）調査組織を中心に、事実関係を明確にするためのアンケートや聴取等を行う。学校に不都合な 

内容であっても、事実としっかり向き合い、事実関係を明確にする。 
 （３）いじめを受けた生徒と保護者およびいじめた生徒と保護者に対して、必要な情報を提供すると 

共に、その後の対応についての理解を求める。 
 （４）臨時保護者会等で事実の報告、対応状況を説明し、学校への不信感の軽減に努める。 
 （５）調査結果を柏市教育委員会に報告し、必要な措置を講じる。 
 
９．公表・点検・評価について 
 （１）公表について 

①学校ホームページで公表する。 
②アンケート結果については、学校評価に合わせて学校だよりやホームページ、保護者会等を通 
して公表していく。 

 （２）点検・評価について 
①生活調査アンケートの結果を見て、ＰＤＣＡサイクルの考え方に従い、取り組みを評価、改善 
していく。 

②学校評価でいじめ防止対策に触れ、保護者や生徒の意見を踏まえ、見直しを行う。 
 
 


